
え
、
不
審
者
の
見
極
め
方
や
退
去
の

説
得
な
ど
侵
入
後
の
対
処
方
法
を
一

層
具
体
化
す
る
な
ど
、
学
校
の
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
の
安
全
確
保
に
は
、

家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
と
の
連
携

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成

17
年
度
に
は
地
域
に
お
け
る
学
校
安

全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
と
と

も
に
、
防
犯
の
専
門
家
や
警
察
官
Ｏ
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学
校
の
安
全

問

多
発
す
る
学
校
を
狙
う
事
件

に
対
し
、
関
係
者
と
地
域
が
連

携
し
て
防
御
策
を
早
急
に
確
立
す
べ

き
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答

今
回
の
寝
屋
川
市
の
事
件
を

機
に
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
に
加

東
海
道
新
幹
線

（
仮
称
）
び
わ
こ
栗
東
駅

関
係
市
長
と
の
協
議
の
中
で
、

県
は
新
駅
設
置
費
の
２
分
の
１

を
負
担
す
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
ま
し

た
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
に

判
断
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答

防
災
対
策

問

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
10

年
目
を
迎
え
た
１
月
17
日
に
、

答

自
然
災
害
の
発
生
を
防
ぐ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
被
害
を

看
護
師
と
し
て
就
職
し
て
い
る
人
材

や
、
在
宅
保
健
師
な
ど
の
人
材
の
活

用
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主

任
介
護
支
援
専
門
員
に
つ
い
て
は
、

県
に
お
い
て
専
門
的
研
修
を
実
施

し
、
必
要
な
支
援
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
、「
滋
賀
の

減
災
元
年
」
を
宣
言
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
所

見
を
伺
い
ま
す
。

新
駅
は
、
北
陸
の
玄
関
口
を

兼
ね
る
米
原
駅
に
次
ぐ
、
本
県

Ｂ
等
を
地
域
学
校
安
全
指
導
員
と
し

て
、
各
学
校
を
定
期
的
に
巡
回
し
て

警
備
の
ポ
イ
ン
ト
、
改
善
す
べ
き
点

な
ど
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、
学

校
安
全
体
制
の
一
層
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

の
二
つ
目
の
駅
で
あ
り
、
県
の
心
臓

部
の
玄
関
口
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

新
駅
が
設
置
さ
れ
る
県
南
部
地
域
は
、

人
口
で
県
の
54
％
を
占
め
、
ま
た
、

事
業
所
や
製
造
品
出
荷
額
、
事
業
所

従
業
者
数
、
年
間
商
品
販
売
額
等
、

い
ず
れ
も
、
県
内
の
お
よ
そ
５
割
あ

る
い
は
そ
れ
を
超
え
る
だ
け
で
な
く
、

大
学
な
ど
の
教
育
研
究
機
関
も
集
積

し
た
県
内
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ゾ
ー
ン

で
あ
り
、
新
駅
の
効
果
は
県
内
全
域

に
及
ぶ
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
琵
琶
湖
環
状
線
に
お
け
る

県
と
市
町
村
の
負
担
事
例
等
も
参
考

に
す
る
と
と
も
に
、
促
進
協
議
会
が

実
施
し
た
新
駅
設
置
の
経
済
波
及
効

果
の
調
査
結
果
か
ら
、
将
来
に
わ
た

り
県
税
収
入
の
安
定
的
増
加
が
見
込

め
る
等
、
総
合
的
に
考
え
、
２
分
の

１
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
は
可
能
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
災
害
を
た
だ
恐
れ

た
り
、
甘
く
見
る
の
で
は
な
く
、
で

き
る
こ
と
か
ら
少
し
で
も
災
害
に
備

え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
被
害
が
減
少
す

る
と
い
う
前
向
き
な
姿
勢
で
挑
む
、

減
災
と
い
う
視
点
か
ら
の
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

県
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
減
災
に
つ

い
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
動
す
る

ス
タ
ー
ト
の
年
に
し
よ
う
と
い
う
願

い
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し

た
。
減
災
実
現
の
た
め
に
、
広
く
県

民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
行
政
や
関

係
各
機
関
が
一
体
と
な
り
、
県
民
総

ぐ
る
み
の
減
災
運
動
に
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
変
革
や
事
業
活
動
か
ら
の
排
出
量

の
削
減
な
ど
８
つ
の
重
点
項
目
を
定

め
、
家
庭
や
地
域
、
事
業
所
で
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
現
行
の
推
進
計
画

の
改
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
新

計
画
で
は
、
昨
年
10
月
に
策
定
し
た

地
球
温
暖
化
対
策

問

本
県
で
は
平
成
14
年
度
に

「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
計
画
」

を
策
定
し
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
地
球
温
暖

化
対
策
の
展
開
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

推
進
計
画
で
は
、
環
境
に
こ

だ
わ
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ

「
し
が
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
戦
略
プ

ラ
ン
」
を
大
き
な
柱
と
し
て
位
置
づ

け
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
新
規
設
置

促
進
や
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料※

３

の

利
用
促
進
等
を
盛
り
込
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
県
と

し
て
の
責
任
と
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県庁本館屋上の太陽光発電パネル

律
や
国
の
通
知
文
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
県
で
は
、
法
律
に

よ
り
、
市
・
郡
の
区
域
、
ま
た
は
、

こ
れ
ら
の
区
域
を
合
わ
せ
た
教
科
用

図
書
採
択
地
区
と
し
て
６
つ
の
地
区

を
設
け
て
い
ま
す
。
各
採
択
地
区
で

は
、
採
択
地
区
協
議
会
を
設
け
、
地

区
内
の
市
町
教
育
委
員
会
は
種
目
ご

と
に
同
一
の
教
科
書
を
採
択
す
る
こ

教
科
書
採
択

問

平
成
17
年
度
に
は
、
中
学
校

で
使
用
す
る
教
科
用
図
書
の
採

択
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
各
市
町
教
育

委
員
会
の
教
科
書
採
択
に
当
た
っ
て

答

教
科
用
図
書
の
採
択
に
あ
た

っ
て
の
仕
組
み
や
手
順
は
、
法

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
採
択
地
区
協
議
会
は
、
協
議
会

の
委
員
に
保
護
者
の
代
表
や
教
育
委

員
を
加
え
、
教
科
書
の
内
容
に
つ
い

て
十
分
か
つ
綿
密
に
調
査
研
究
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
町
教
育
委
員
会
は
、
採
択
事
務
の

あ
り
方
や
教
科
書
の
内
容
に
つ
い
て
、

十
分
に
調
査
研
究
し
、
時
間
を
か
け

て
慎
重
に
審
議
し
た
う
え
で
、
そ
の

権
限
と
責
任
に
お
い
て
教
科
書
の
採

択
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
仕
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

2
月
定
例
会
質
問
一
覧

辻
村
　
克
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
平
成
17
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

▼
市
町
村
合
併
の
進
展
に
伴
う
県
の
組
織
の
見
直
し

の
あ
り
方
に
つ
い
て

▼
今
後
の
科
学
技
術
振
興
に
つ
い
て

▼
県
の
国
民
保
護
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
環
境
関
連
の
新
た
な
基
盤
づ
く
り
に
向
け
た
県
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
造
林
公
社
改
革
に
つ
い
て

▼
県
立
病
院
の
改
革
に
つ
い
て

▼
財
政
構
造
改
革
の
中
で
の
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
い
て

▼
集
落
営
農
と
環
境
こ
だ
わ
り
農
業
に
つ
い
て

▼
東
海
道
新
幹
線（
仮
称
）び
わ
こ
栗
東
駅
に
つ
い
て

▼
高
校
教
育
の
め
ざ
す
方
向
と
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
に
つ
い
て

▼
多
発
す
る
学
校
で
の
事
件
に
対
し
て
の
学
校
管
理

に
つ
い
て

▼
教
科
書
採
択
に
つ
い
て

▼
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

出
原
　
逸
三
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
平
成
17
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

▼
造
林
公
社
問
題
に
つ
い
て

▼
森
林
税
に
つ
い
て

▼
東
海
道
新
幹
線
新
駅
問
題
に
つ
い
て

▼
地
震
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

▼
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
つ
い
て

▼
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
に
つ
い
て

▼
発
達
障
害
児
者
支
援
に
つ
い
て

▼
私
学
助
成
に
つ
い
て

▼
教
育
改
革
に
つ
い
て

▼
凶
悪
、
悪
質
犯
罪
へ
の
対
応
に
つ
い
て

滝
　
一
郎
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
東
海
道
新
幹
線（
仮
称
）び
わ
こ
栗
東
駅
な
ど
の
高

速
交
通
基
盤
整
備
に
つ
い
て

▼（
仮
称
）び
わ
湖
一
周
駅
伝
大
会
に
つ
い
て

福
本
　
庄
三
郎
　
議
員（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
南
部
振
興
局
の
組
織
体
制
お
よ
び
運
営
に
つ
い
て

▼
次
代
を
担
う
青
少
年
育
成
と
地
域
・
家
庭
づ
く
り

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
児
童
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

▼
ア
ー
レ
フ
、
オ
ウ
ム
真
理
教
に
つ
い
て

沢
田
　
享
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
議
第
20
号
滋
賀
県
国
民
保
護
協
議
会
条
例
案
な
ら

び
に
議
第
21
号
滋
賀
県
国
民
保
護
対
策
本
部
お
よ

び
滋
賀
県
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例
案
に
関

連
し
て

▼
教
育
問
題
に
つ
い
て

佐
野
　
高
典
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
道
州
制
を
初
め
と
す
る
今
後
の
広
域
地
方
制
度
に

つ
い
て

▼
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
提
供
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

▼
充
て
指
導
主
事
・
派
遣
社
会
教
育
主
事
制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て

西
川
　
勝
彦
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
市
町
村
合
併
の
進
展
に
あ
わ
せ
て

▼
観
光
に
つ
い
て

▼
介
護
保
険
に
つ
い
て

家
森
　
茂
樹
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
県
の
組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て

▼
農
業
振
興
と
普
及
事
業
に
つ
い
て

三
宅
　
忠
義
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て

▼
今
後
の
住
宅
政
策
に
つ
い
て

岡
崎
　
基
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
廃
棄
物
処
理
施
設
の
財
政
的
負
担
に
つ
い
て

▼
活
断
層
上
に
公
共
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
志
賀
町
住
民
の
廃
棄
物
処
理
施
設
反
対
に
根
差
し

た
町
議
会
解
散
の
直
接
請
求
に
つ
い
て

辻
　
貢
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
琵
琶
湖
環
状
線
開
通
に
向
け
た
地
域
活
性
化
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

梅
村
　
正
　
議
員
（
公
明
党
）

▼
平
成
17
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

▼
観
光
新
時
代
の
振
興
策
に
つ
い
て

▼
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

▼
文
化
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て

河
部
　
哲
幸
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

▼
環
境
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

▼
施
策
評
価
シ
ス
テ
ム
の
改
善
と
業
務
改
革
に
つ
い
て

▼
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

山
田
　
尚
夫
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
震
災
対
策
に
つ
い
て

▼
名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

太
田
　
正
明
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
平
成
17
年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
中
学
校
教
科
書

採
択
に
つ
い
て

清
水
　
克
実
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
予
算
制
度
改
革
に
つ
い
て

▼
安
全
・
安
心
お
よ
び
リ
ス
ク
に
つ
い
て

▼
記
者
室
に
つ
い
て

森
　
茂
樹
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
２
０
０
５
年
度
滋
賀
県
一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て

▼
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め

の
措
置
に
関
す
る
法
律
と
県
の
対
応
に
つ
い
て

▼
イ
ラ
ク
派
兵
と
県
民
の
保
護
に
つ
い
て

▼
市
町
村
合
併
に
対
す
る
県
の
異
常
な
介
入
を
中
止

す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
永
源
寺
第
二
ダ
ム
に
つ
い
て

北
野
　
加
代
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
求
め
ら
れ
る
「
改
革
派
知
事
」
の
資
質
に
つ
い
て

▼
団
塊
の
世
代
「
２
０
０
７
年
問
題
」
へ
の
課
題
と

政
策
の
方
向
に
つ
い
て

1
職
員
大
量
退
職
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

2
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
社
会
参
画
に
つ
い
て

3
生
涯
現
役
社
会
創
出
の
推
進
に
つ
い
て

4
労
働
力
、
人
材
の
活
用
に
つ
い
て

桐
山
　
ヒ
サ
子
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
新
幹
線
新
駅
問
題
と
草
津
線
複
線
化
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

▼
県
立
文
化
芸
術
会
館
の
存
続
・
拡
充
に
つ
い
て

▼
介
護
保
険
の
「
見
直
し
」
に
つ
い
て

若
山
　
秀
士
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て

▼
犯
罪
の
な
い
滋
賀
づ
く
り
に
つ
い
て

上
田
　
昌
之
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
滋
賀
県
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

▼
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て

▼
丹
生
ダ
ム
、
大
戸
川
ダ
ム
の
建
設
問
題
に
つ
い
て

谷
　
康
彦
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
滋
賀
の
農
業
の
進
路
に
つ
い
て

中
沢
　
啓
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
行
政
改
革
に
つ
い
て

▼
地
域
医
療
と
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て

▼
子
ど
も
の
育
ち
に
つ
い
て

▼
県
立
高
等
学
校
普
通
科
通
学
区
域
の
全
県
一
区
制

に
関
連
し
て

蔦
田
　
恵
子
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
障
害
者
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

▼
東
海
道
新
幹
線（
仮
称
）び
わ
こ
栗
東
駅
に
つ
い
て

青
木
　
愛
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
遺
伝
子
組
み
換
え
農
産
物
に
つ
い
て

上
野
　
幸
夫
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
全
総
時
代
を
終
わ
っ
て

▼
選
挙
投
票
の
機
会
を
な
く
し
て

S
代
表
質
問
S

S
一
般
質
問
S


